
1
59th

2014.7.1

建学の精神
「愛をもって仕えよ」
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じ
め
に

　

新
年
度
も
３
ヶ
月
が
過
ぎ
、

大
学
生
活
も
軌
道
に
乗
っ
て
来
た
頃
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
３
月
に
は
３

号
館
も
落
成
し
、
充
実
し
た
環
境
の
も

と
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
幼
稚
園
に
お
き
ま
し
て
も

新
入
園
児
た
ち
も
幼
稚
園
に
慣
れ
、
楽

し
く
幼
稚
園
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
十
分
に
自
分
を
発
揮
し

て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

創
設
者
ヤ
ン
グ
先
生
と
カ
ナ
ダ
聖
公
会

　

さ
て
、柳
城
学
院
は
１
８
９
８
年（
明

治
31
）、カ
ナ
ダ
聖
公
会
宣
教
師
の
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
ヤ
ン
グ
先
生
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
戦
時
中

を
除
き
１
９
７
０
年
（
昭
和
45
）
ま
で

70
年
近
く
に
わ
た
っ
て
様
々
な
形
で
カ

ナ
ダ
聖
公
会
は
柳
城
を
支
え
続
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　

創
設
者
の
ヤ
ン
グ
先
生
は
１
９
２
２

年
（
大
正
11
）、
柳
城
保
母
養
成
所
の

校
長
を
退
職
さ
れ
カ
ナ
ダ
に
帰
国
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
へ
の
思
い
は

断
ち
が
た
く
、
１
９
３
６
年
（
昭
和

11
）
と
１
９
３
９
年
に
再
来
日
さ
れ
、

１
９
４
０
年
、
84
歳
で
名
古
屋
で
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ
先
生
は
今
、
八

事
の
墓
地
に
眠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
柳

城
で
は
毎
年
11
月
１
日
の
創
立
記
念
日

に
は
墓
参
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

宣
教
師
の
帰
国
と
戦
時
中
の
貢
献
…

日
系
人
へ
の
援
助

　

今
回
、
学
院
報
を
通
し
て
皆
様
に
お

伝
え
し
た
か
っ
た
こ
と
は
戦
争
中
の
柳

城
関
係
の
宣
教
師
の
方
々
の
こ
と
で

す
。
先
ほ
ど
、
カ
ナ
ダ
聖
公
会
は
〝
戦

時
中
を
除
き
〟
柳
城
を
支
え
て
く
れ
た

と
書
き
ま
し
た
が
、
実
は
、
カ
ナ
ダ
聖

公
会
の
宣
教
師
た
ち
は
〝
戦
時
中
も
〟

日
本
人
を
助
け
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
第
二
次
世
界
大
戦
が

始
ま
り
、
ま
た
、
日
本
で
も
戦
争
の
危

機
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
に
伴
い
、
カ

ナ
ダ
聖
公
会
の
宣
教
師
は
１
９
４
０
年

（
昭
和
15
）
年
の
終
わ
り
ま
で
に
は
ほ

と
ん
ど
の
方
々
が
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

柳
城
関
係
の
宣
教
師
の
方
々
も
同
じ
で

し
た
。
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。（
ヤ
ン
グ
先
生

が
戦
争
を
見
な
い
で
逝
去
さ
れ
た
こ
と

は
あ
る
意
味
で
は
幸
い
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。）　

　

そ
し
て
、
１
９
４
１
年
（
昭
和
16
）

12
月
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
ま
す
と

カ
ナ
ダ
と
日
本
と
は
敵
同
士
に
な
り
、

カ
ナ
ダ
在
住
の
日
系
人
は
強
制
的
に
収

容
所
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は

昨
年
の
８
月
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー

バ
ー
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
、
戦
争
中
の
カ
ナ
ダ
人
宣

教
師
の
美
し
い
働
き
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
日

系
人
が
住
ん
で
お
り
、
教
会
も
あ
り
ま

し
た
が
、
全
員
、
家
を
放
棄
さ
せ
ら
れ

て
カ
ナ
ダ
内
陸
部
に
移
住
さ
せ
ら
れ
、

収
容
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
、
そ
の
収
容
所
に
行
っ
て

日
系
人
を
助
け
た
の
が
戦
争
の
た
め
帰

国
し
て
い
た
カ
ナ
ダ
聖
公
会
の
宣
教
師

た
ち
で
し
た
。

　

そ
の
カ
ナ
ダ
聖
公
会
の
宣
教
師
の

方
々
、
殊
に
、
ヤ
ン
グ
先
生
の
後
任
と

し
て
柳
城
保
母
養
成
所
の
校
長
を
さ
れ

た
ボ
ー
マ
ン
先
生
、
戦
後
、
短
大
に

な
っ
た
柳
城
の
初
代
学
長
に
就
任
さ
れ

た
ホ
ー
キ
ン
ス
先
生
、
附
属
幼
稚
園
の

園
長
で
あ
っ
た
ハ
ロ
ビ
ン
先
生
た
ち
は

様
々
な
形
で
収
容
さ
れ
て
い
た
日
系
人

の
た
め
に
奉
仕
さ
れ
た
の
で
し
た
。
収

容
所
内
に
幼
稚
園
、
小
学
校
、
高
校
を

組
織
し
、
子
供
や
生
徒
た
ち
の
教
育
を

行
い
、
教
会
の
礼
拝
や
生
活
面
で
の
援

助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

宣
教
師
の
人
た
ち
は
戦
争
の
た
め
、

い
わ
ば
日
本
を
追
い
出
さ
れ
た
人
た
ち

で
す
。言
っ
て
み
れ
ば
、日
本
人
は〝
敵
〟

で
し
た
。
し
か
し
、
先
生
た
ち
は
日
本

人
を
敵
と
は
思
わ
ず
逆
に
“
友
”
と

し
て
〝
隣
人
〟
と
し
て
助
け
て
く
れ
た

の
で
し
た
。

愛
を
も
っ
て
仕
え
る

　

柳
城
の
建
学
の
精
神
は
「
愛
を
も
っ

て
仕
え
よ
」
で
す
。
こ
の
「
愛
」
と
は

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
教
え
て
お
ら
れ

る「
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
す
る
愛
」

「
敵
を
も
愛
す
る
愛
」
の
こ
と
で
す
。

柳
城
で
働
か
れ
た
宣
教
師
の
方
々
は
そ

の
愛
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。
柳
城
の
た

め
に
愛
を
も
っ
て
仕
え
て
く
れ
た
だ
け

で
は
な
く
、
戦
争
と
い
う
敵
を
も
愛
せ

な
い
状
況
の
中
で
愛
を
も
っ
て
日
本
人

の
た
め
に
仕
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
わ

た
し
は
そ
の
働
き
に
接
し
て
本
当
に
宣

教
師
の
方
々
の
信
仰
（
精
神
）
の
素
晴

ら
し
さ
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

柳
城
に
は
そ
の
精
神
が
脈
々
と
流
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
も
「
愛
を

も
っ
て
仕
え
る
」
と
い
う
精
神
を
胸
に

抱
き
つ
つ
勉
学
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

は

2
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■
理
事
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

戦
時
中
の
カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
の
貢
献
…

〝
愛
を
も
っ
て
仕
え
る
〟

理
事
長  

渋
澤　

一
郎
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学　

長  

新
海　

英
行

年
度
早
々
に
標
記
の
改
革
課
題
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
さ
ら
な
る

活
性
化
・
発
展
の
た
め
に
短
期
な
い
し
中
長

期
的
に
ぜ
ひ
成
し
遂
げ
た
い
課
題
で
す
。
現

在
、
将
来
計
画
委
員
会
が
こ
れ
ら
の
課
題
の

実
施
計
画
を
作
成
中
で
す
。
本
学
の
総
力
を

あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
柳
城
に
ご
関

係
の
あ
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
、建
学
の
精
神
に
基
づ
く
学
園
づ
く
り（
短

期
〜
中
長
期
）

・
柳
城
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
伝

統
と
校
風
に
ふ
さ
わ
し
い
人
づ
く
り
と

学
校
運
営
の
構
築

・
自
立
し
た
市
民
・
社
会
人
に
ふ
さ
わ
し

い
教
養
と
品
格
の
育
成
、
保
育
者
及
び

介
護
福
祉
士
と
し
て
の
専
門
性
と
職
業

的
基
礎
能
力
の
育
成

・
個
人
の
尊
厳
、
人
権
の
尊
重
、
品
格
あ

る
言
動
を
規
定
す
る
倫
理
綱
領
の
制

定
・
遵
守

２
、
日
本
短
期
大
学
基
準
協
会
に
よ
る
評
価

（
当
面
）

・
こ
れ
ま
で
の
教
育
と
学
校
運
営
の
成
果

と
問
題
点
を
自
己
評
価
と
他
者
評
価
を

も
と
に
総
括
し
、
こ
れ
か
ら
の
克
服
課

題
を
明
ら
か
に

・
上
述
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
課
題
の
改

善
（
改
革
）
の
う
え
、
新
た
に
計
画
を

策
定
し
、
段
階
的
に
実
施

３
、３
短
大
・
２
大
学
に
よ
る
連
携
共
同
教

育
事
業
（
保
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
あ
い

ち
）
の
推
進
（
当
面
・
短
期
）

・
保
育
に
関
す
る
当
事
者
（
子
ど
も
・
父

母
・
保
育
者
）の
願
い
・
要
求
と
社
会
的
・

政
策
的
（
特
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）

ニ
ー
ズ
、
さ
ら
に
国
内
外
の
保
育
者
養

成
の
実
態
等
に
つ
い
て
の
調
査
分
析

・
上
記
の
調
査
分
析
に
も
と
づ
い
て
幼
保

一
体
化
体
制
下
の
養
成
校
教
育
（
特
に

保
育
者
の
専
門
性
と
教
育
課
程
）
の
あ

り
方
の
解
明
↓
本
学
の
歴
史
的
伝
統
と

個
性
を
ふ
ま
え
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応

え
う
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
を
試
行

・
学
内
外
のFD

・SD

の
積
極
的
・
日
常

的
取
組
（
授
業
観
察
・
授
業
研
究
、
共

同
研
究
・
研
修
）

４
、
地
域
貢
献
（College of Com

m
u-

nity

）
を
目
標
に
始
動
（
短
期
〜
中
期
）

・
地
域
子
育
て
支
援
事
業
（
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
）
を
整
備
し
、
活
動
を
開
始

・
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
、
公
開
講
座
に
着
手

し
、
さ
ら
に
子
育
て
相
談
事
業
を
拡
充

・
紙
芝
居
を
中
心
に
幼
児
教
育
研
究
所
の

役
割
を
強
化
し
、
同
研
究
所
を
上
記
の

事
業
の
発
信
基
地
に

５
、
社
会
人
の
学
び
直
し
（
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
）
方
策
の
探
求
（
短
期
〜
中
期
）

・
附
属
幼
稚
園
教
諭
に
専
攻
科
で
の
就
学

機
会
を
提
供
し
、
継
続
学
習
と
同
時
に

附
属
園
で
の
定
着
と
安
定
的
就
業
を
目

指
す

・
上
記
の
諸
事
業
か
ら
学
び
直
し
へ
の
動

機
づ
け
を
行
う
な
ど
、
広
く
保
育
に
関

心
を
持
つ
市
民
・
社
会
人
の
潜
在
的
な

可
能
性
を
追
求

６
、
ア
ジ
ア
中
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
模
索

（
中
期
〜
長
期
）

・
中
国
、
韓
国
の
調
査
研
究
の
始
ま
り

・CU
AC(Colleges and U

niversities 
of Anglican Com

m
union)

傘
下
の

大
学
間
の
連
携
と
交
流
に
積
極
的
に
参

加
・
カ
ナ
ダ
の
関
係
教
会
・
保
育
系
学
校
と

の
つ
な
が
り
と
交
流
を
模
索

・
多
文
化
共
生
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
幼
児
教

育
（
保
育
）
の
開
発

７
、
学
習
環
境
の
整
備
充
実
（
当
面
〜
中
長

期
）

・
校
舎
等
（
と
く
に
１
号
館
３
階
建
部
分
）

の
増
改
築
↑
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
の

策
定

・
短
大
所
有
地
の
拡
大
（
将
来
の
四
大
化

に
備
え
て
）

８
、
教
育
の
よ
り
確
か
な
質
保
証
を
実
現
す

る
教
育
改
革
（
短
期
〜
中
長
期
）

・
保
育
者
像
（
保
育
者
の
専
門
性
な
ど
）

の
さ
ら
な
る
深
化
（
↑
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し
）

・
教
育
目
標
と
学
習
過
程
に
対
応
し
た

「
学
修
成
果
」
の
意
義
づ
け

・
幼
保
一
体
化
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・

多
様
化
な
ど
、
現
代
的
ニ
ー
ズ
に
応
え

う
る
教
育
内
容
の
精
選
と
構
造
化
・
体

系
化

・
全
学
的
な
学
生
支
援
（
学
習
、
キ
ャ
リ

ア
、
生
活
）
体
制
の
強
化
・
充
実

・
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
図
書
館
の
活

性
化

９
、
柳
城
生
に
ふ
さ
わ
し
い
学
生
確
保
の
た

め
の
入
試
改
革
（
短
期
〜
中
長
期
）

・
保
育
者
に
ふ
さ
わ
し
い
適
性
と
基
礎
的

能
力
・
資
質
を
評
価
で
き
る
選
抜
方
法

の
開
発
（
↑
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
の
見
直
し
・
具
体
化
）

・
入
試
の
試
験
内
容
（
面
接
、
科
目
等
）

の
検
討
（
↑
本
学
で
の
学
修
成
果
と
就

職
後
の
保
育
実
績
等
か
ら
分
析
）

・
学
生
募
集
に
向
け
て
の
全
学
的
な
検
討

と
積
極
的
な
取
組

10
、
幼
保
一
体
化
に
向
け
て
の
附
属
幼
稚
園

の
改
革
（
当
面
〜
短
期
）

・
各
園
の
特
色
を
活
か
し
た
方
向
づ
け

・
教
育
・
保
育
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上
と

教
育
・
保
育
力
の
強
化
・
充
実

・
短
大
と
の
連
携･

協
働

11
、
理
事
会
・
教
授
会
を
中
心
と
し
た
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
強
化
（
当
面
〜
短
期
）

・
理
事
長
・
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

強
化

・
理
事
会
と
教
授
会
の
連
携
、
理
事
長
・

学
長
の
補
佐
体
制
の
充
実

・
法
人
事
務
局
の
強
化
（
理
事
会
・
評
議

会
関
係
業
務
、
経
営
分
析
、
将
来
計
画

の
策
定
、
Ｉ
Ｒ
、
人
事
、
広
報
、
規
程
、

附
属
園
関
係
等
）

12
、
教
職
員
の
総
力
を
あ
げ
て
の
学
内
運
営

と
教
育
改
革

・
教
員
と
事
務
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

性
を
発
揮
し
て
学
内
運
営
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
協
働

・
教
員
と
事
務
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
取
り
組
む
教
育
改
革

13
、
組
織
と
業
務
内
容
の
見
直
し
・
再
編
成

（
当
面
〜
短
期
）

・
上
記
の
目
的
達
成
の
た
め
に
有
機
的
・

合
理
的
な
業
務
遂
行
の
た
め
の
業
務
改

善
及
び
組
織
機
構
の
見
直
し
・
再
編
成

・
人
事
考
課
・
自
己
申
告
の
制
度
化
、
適

材
適
所
の
職
員
配
置
、
成
果
主
義
等
の

検
討

14
、
そ
の
他
（
短
・
中
期
）

・「
柳
城
学
院
１
２
０
年
史
」
の
編
纂
（
↑

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
充
実
）
の
準
備

・
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
の
全
国
セ
ミ

ナ
ー
・
研
究
会
開
催
へ
の
準
備

・
日
本
聖
公
会
保
育
連
盟
（
聖
保
連
）
研

修
会
（
近
い
将
来
に
本
学
が
担
当
）

・
日
本
聖
公
会
関
係
学
校
教
職
員
研
修
会

の
準
備

本

3
59th
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■
学
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

名
古
屋
柳
城
短
期
大
学
の
改
革
課
題

　
　
　
　
―
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
も
と
づ
い
た
改
革
を
―
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「
神
は
お
造
り
に
な
っ
た
す
べ
て
の
も
の
を
御
覧
に
な
っ
た
。

見
よ
、
そ
れ
は
極
め
て
よ
か
っ
た
。」

創
世
記
第
１
章
31
節

　

聖
書
に
よ
れ
ば
、
神
様
は
、
天
地

の
創
造
か
ら
は
じ
め
て
草
木
か
ら
海

と
陸
地
に
住
む
す
べ
て
の
生
物
を
創

造
さ
れ
、
最
後
に
人
間
を
創
造
さ
れ

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
ら
す
べ
て
を
御
覧
に
な
っ
て
述
べ

ら
れ
た
感
想
が
今
回
の
聖
書
の
言
葉

で
す
。
こ
こ
に
至
る
前
に
一
日
ご
と

に
草
木
や
海
と
陸
地
に
住
む
生
物
を

創
造
さ
れ
、
そ
の
日
ご
と
に
「
神
は

こ
れ
を
見
て
、
良
し
と
さ
れ
た
。」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
も
の
す
べ
て
が
祝
福
さ
れ

た
存
在
で
あ
り
、
す
べ
て
が
あ
っ
て

「
極
め
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
か
ら
現
在
の
世
界

の
状
況
を
見
た
と
き
に
、
果
た
し
て

今
の
世
界
は
、地
球
環
境
と
し
て「
良

い
」
状
態
に
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
か
。
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
福
島

の
原
発
事
故
に
よ
る
環
境
汚
染
で
す
。

実
は
、
こ
の
問
題
は
最
初
に
原
子
力
と

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
み
出
さ
れ
た
時

か
ら
あ
っ
た
問
題
で
す
。
原
子
爆
弾
を

作
り
出
し
た
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
フ
ラ

ン
ス
と
い
っ
た
国
は
そ
の
威
力
を
確
認

す
る
た
め
に
実
際
に
爆
発
さ
せ
る
実
験

を
何
度
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
地
域
は

今
で
も
人
が
住
め
な
い
地
域
で
す
。
ま

た
福
島
の
事
故
以
前
に
も
ア
メ
リ
カ

で
、
ソ
連
で
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が

あ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
今
で
も

人
が
住
め
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
て
私
た
ち
は
、
人
が
住
め
な
い
と

い
う
こ
と
で
こ
れ
を
基
準
に
物
事
を
問

題
視
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
実
の

と
こ
ろ
、
そ
れ
で
は
こ
こ
に
住
ん
で
い

た
動
物
や
植
物
は
ど
う
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
人
は
危
険
を
察
知
し
て
ほ
か

の
場
所
に
避
難
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
ん
な
こ
と
は
全
く
分
か
ら
な
い
動
物

は
、
そ
こ
に
住
み
続
け
て
い
ま
す
。
草

や
木
に
至
っ
て
は
移
動
す
る
こ
と
さ
え

で
き
ま
せ
ん
。
実
際
問
題
と
し
て
福
島

の
避
難
地
域
に
は
、
今
で
も
多
く
の
自

然
の
動
物
が
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

野
山
に
は
除
染
さ
れ
な
い
環
境
の
中

で
草
や
木
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
が
ど
う
な
る
の
か
は
誰
に
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

人
に
と
っ
て
自
然
は
欠
か
せ
な
い

存
在
で
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の

時
期
、
梅
や
桜
に
始
ま
っ
て
多
く
の

美
し
い
花
々
、
新
緑
の
輝
き
と
い
っ

た
植
物
、
ま
た
、
同
じ
と
き
に
聞
か

れ
る
鶯
の
声
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の

鳥
の
さ
え
ず
り
も
私
た
ち
の
心
に
癒

し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
私
た
ち
は

自
分
の
都
合
の
良
い
時
だ
け
自
然
を

利
用
し
て
、
事
故
を
起
こ
し
た
時
は

知
ら
ん
顔
と
い
っ
た
こ
と
で
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
決
し
て
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
は
ず
で
す
。
こ
こ
に
も
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
の
大
き
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

名
古
屋
柳
城
短
期
大
学

　
　

チ
ャ
プ
レ
ン

司
祭　

ペ
テ
ロ　

田
中　

誠

　

平
成
26
年
度
の
１
・
２
年
生
学

外
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
夢
ゼ
ミ
」

は
４
月
24
〜
25
日
に
か
け
て
石
川

県
の
山
代
温
泉
に
あ
る
「
ゆ
の
く

に
天
祥
」
と
い
う
全
国
で
も
名
旅

館
と
い
わ
れ
る
施
設
を
借
り
切
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は

本
学
卒
業
生
の
堀
美
枝
子
先
生

に
「
保
育
の
道
を
進
ん
で
」
と
い

う
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
保
育
行
政
に
携
わ
っ
て
い

る
先
生
の
お
話
は
難
し
い
部
分
も

あ
り
ま
し
た
が
感
動
的
な
読
み
聞

か
せ
や
保
育
に
つ
い
て
の
基
礎
知

１
・
２
年
生

１
・
２
年
生

学
外
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

学
外
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

識
を
後
輩
に
印
象
深
く
お
話
し
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

グ
ル
ー
プ
討
議
に
結
び
付
け
る
こ

と
が
で
き
実
り
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
夜
は
新
入
生
歓
迎
会
で
盛
り

上
が
り
大
満
足
で
し
た
。
２
日
目

は
北
陸
の
伝
統
文
化
の
輪
島
箸
の

沈
金
体
験
も
し
ま
し
た
。
盛
り
だ

く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が

１
年
生
は
次
年
度
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
お
も
い
ま
す
。
２
年
生

は
就
職
に
向
か
っ
て
よ
い
思
い
出

と
体
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

（
学
生
生
活
委
員
長

野
々
垣
文
成
）

野
々
野
々
垣
文
垣
文
垣
文
成
）
成
）
成
）
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名
古
屋
柳
城
短
期
大
学
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
で
は
、
学
生
と
教
職
員
が
協
働
し
て
、

２
０
１
３
年
度
の
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
度
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
東
北

の
被
災
地
で
の
支
援
活
動
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
昨
年
度
は
、
新
た
に
、
名
古
屋
で
の

継
続
的
な
活
動
も
試
み
ま
し
た
。
震
災
か
ら

三
年
目
を
迎
え
た
今
、
自
分
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
、
自
問
を
繰
り
返
し
、
手
探
り
し

な
が
ら
の
活
動
で
し
た
が
、
参
加
し
た
学
生

と
教
職
員
は
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
多
く

の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
福
島
県
新
地
町
の

「
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ん
ち
」の
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
や
、
今
も
仮
設
住
宅
で
生
活
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
者
と
の

関
わ
り
の
中
で
、
私
た
ち
は
二
つ
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
震
災
を
「
風
化
さ
せ
な

い
」
と
い
う
切
実
な
思
い
と
、
復
興
支
援
は

　

平
成
24
年
度
よ
り
、
文
部
科
学
省
の

財
政
支
援
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
こ

の
取
組
も
３
年
目
に
入
り
、
こ
れ
ま
で

に
、「
保
育
者
養
成
制
度
調
査
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
保
育
系
学
生
正
課
外

活
動
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
地

域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
８
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
間
交

流
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
（
合
同
合
宿
セ

ミ
ナ
ー
＆
保
育
技
術
合
同
発
表
会
、
合

同
就
職
相
談
会
、「
岡
崎
五
万
石
ま
つ

り
」「
チ
ュ
ウ
キ
ョ
〜
く
ん
の
す
こ
や
か

フ
ェ
ス
タ
」「
お
江
戸
で
ダ
ン
ス
」
等

地
域
保
育
イ
ベ
ン
ト
活
動
）、
本
学
の

学
生
た
ち
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
本
事
業
の
取
組
と
成
果

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
発
信
中
で
す
。

保
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
あ
い
ち

http://w
w
w
.nagoyacollege.ac.jp/

hca/

被
災
者
と
の
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
だ
と
い

う
支
援
者
の
言
葉
で
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉

が
、
柳
城
の
昨
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
を
「
風
化
さ
せ
な
い
」
と
い
う
言
葉

を
受
け
て
、
被
災
地
の
方
々
と
の
「
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
現
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
８
月
16
日
―
19

日
の
Ａ
日
程
と
、
９
月
１
日
―
４
日
の
Ｂ

日
程
の
２
回
、
そ
れ
ぞ
れ
学
生
８
名
、
引
率

教
員
３
名
の
合
計
22
名
で
、
実
施
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
日
程
で
も
、
初
日
に
地
震
と

津
波
の
被
害
を
受
け
た
被
災
地
を
巡
礼
し
ま

し
た
。
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
セ
ン
タ
ー
し

ん
ち
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、
学
生
た
ち
に
津

波
を
受
け
て
土
台
だ
け
が
残
さ
れ
た
宅
地
跡

を
指
し
な
が
ら
「
こ
こ
が
私
の
家
で
す
」
と

語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
そ
の
と
き
の
黙

祷
の
深
さ
、
雁
小
屋
仮
設
住
宅
と
広
畑
仮
設

住
宅
で
暮
ら
す
方
々
と
の
交
流
や
、
宮
城
県

　

保
育
者
養
成
に
１
１
０
余
年
の
歴
史

と
実
績
を
も
つ
本
学
に
は
、
社
会
に
信

頼
さ
れ
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
保
育
者

や
介
護
者
の
育
成
が
、
今
後
ま
す
ま
す

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め

の
教
育
研
究
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
は

今
後
と
も
本
学
の
課
題
で
す
。

　

２
０
１
１
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ヤ
ン
グ

基
金
』
へ
の
皆
様
の
ご
寄
附
件
数
実
績

に
よ
り
、昨
年
５
月
に
柳
城
学
院
は「
税

額
控
除
対
象
法
人
」
と
し
て
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
基
金
へ
の
ご
寄

附
は
も
と
よ
り
、
本
学
へ
の
他
の
ご
寄

附
に
つ
い
て
も
、
税
額
控
除
制
度
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ヤ
ン
グ
基
金
』

へ
の
ご
寄
附
は
、
ス
タ
ー
ト
以
来

５
３
９
件
（
２
０
１
４
年
３
月
末
時

点
）
に
達
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
基
金
は
順
調
に
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
本
学
の
教
育
研
究
環
境

が
よ
り
整
備
さ
れ
、
ま
た
学
生
支
援
が

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
よ

う
用
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
お
支
え
下

さ
い
。
基
金
へ
の
更
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

ヤ
ン
グ
基
金
の
ご
報
告

山
元
町
の
ふ
じ
幼
稚
園
で

の
保
育
体
験
や
磯
山
聖
ヨ

ハ
ネ
教
会
仮
礼
拝
堂
で
の

聖
餐
式
へ
の
参
加
な
ど
、

現
地
の
方
々
と
直
接
触
れ

合
う
豊
か
な
時
間
を
も
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
震
災
の
物
故
者
を
追

悼
す
る
相
馬
市
の
慰
霊
流

灯
会
の
折
に

と
も
に
黙
祷

し
た
現
地
の

方
々
や
、
立

ち
寄
っ
た
新

地
町
役
場
で

震
災
当
時
の

壮
絶
な
体
験

岡崎五万石まつり

ふじ幼稚園からいただいたひまわり

現地でのボランティア活動（A日程）

現地でのボランティア活動（B日程）

第
３
回
東
日
本
大
震
災

第
３
回
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
恵
み

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
恵
み

キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー　

村
田　

康
常

キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー　

村
田　

康
常

を
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
方
を
は
じ

め
、
思
い
が
け
な
い
出
会
い
と
交
わ
り
の
中

で
、
被
災
者
の
深
い
悲
し
み
と
復
興
へ
の
希

望
に
直
接
触
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
現
地
で
の
活
動
と
と
も
に
、
被

災
者
と
の
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
と
い
う
視

点
か
ら
津
波
被
害
に
あ
っ
た
宮
城
県
山
元
町

の
「
ふ
じ
幼
稚
園
」
で
い
た
だ
い
た
ひ
ま
わ

り
の
種
を
学
内
で
育
て
て
花
を
咲
か
せ
る
と

い
う
活
動
、「
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ん

ち
」
で
開
か
れ
る
水
曜
茶
話
会
の
た
め
の

ケ
ー
キ
を
毎
月
作
っ
て
送
る
活
動
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
。
11
月
の
柳
城
祭
で
は
、
新
地

町
の
仮
設
住
宅
の
方
々
の
手
づ
く
り
の
「
裂

き
編
み
コ
ー
ス
タ
ー
」
と
「
い
ち
ご
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
学
生
た
ち
の
熱
意
と

取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
々
の
支

え
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ん
ち
、
日
本
聖
公

会
中
部
教
区
セ
ン
タ
ー
、
日
本
聖
公
会
東
北

教
区
の
皆
さ
ま
に
は
、
多
大
な
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
の
活
動

を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
思
い
が
け
ず
多
く
の

恵
み
を
得
ま
し
た
。深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進
事
業

「
保
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
あ
い
ち
」
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「
富
山
紙
芝
居
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
」、

団
体
の
部
最
優
秀
賞

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
保
育
者
養
成
の
課

程
に
ど
の
よ
う
に
紙
芝
居
を
導
入
す
べ
き
か

を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
１
月
に
な
っ
て
、

富
山
の
紙
芝
居
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
お
誘
い
を

受
け
、「
児
童
文
化
」
と
「
総
合
演
習
」
で

作
成
し
た
作
品
か
ら
６
点
を
選
び
出
展
し
ま

し
た
。
な
ん
と
、
嬉
し
い
こ
と
に
こ
の
６
点

が
団
体
の
部
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
賞
状

と
金
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
学
生

自
身
の
夢
を
表
現
し
た
作
品
、
乳
幼
児
の
心

に
届
く
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
に
、
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の

励
み
と
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

附
属
３
園
で
の
「
紙
芝
居
の
会
」

　

未
就
園
児
に
紙
芝
居
を
広
め
た
い
と
い
う

思
い
と
、
附
属
園
の
広
報
活
動
の
応
援
と

い
う
ね
ら
い
を
重
ね
た
取
り
組
み
で
す
。

始
め
て
か
ら
８
年
が
た
ち
ま
し
た
。
ど
の

園
で
も
毎
年
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
、

園
の
先
生
方
の
企
画
が
素
敵
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
か
ら
出
向
く
私
た

ち
に
と
っ
て
も
、
楽
し
い
一
時
で
す
。

キ
ッ
ズ
紙
芝
居
コ
ン
テ
ス
ト

　

昨
年
も
、
例
年
通
り
１
０
０
点
近
く
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。最
優
秀
作
品
は「
ふ

し
ぎ
な
く
だ
も
の
や
さ
ん
」
で
す
。「
ど

う
し
て
お
空
は
、
お
天
気
に
な
っ
た
り
、

雨
が
降
っ
た
り
す
る
の
？
」
４
歳
の
子
ど

紙
芝
居
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

―
紙
芝
居
が
育
む
も
の
―

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
長　

鬢
櫛
久
美
子

キッズ紙芝居コンテストの
チラシ

富山コンクールの
賞状とメダル

も
な
ら
で
は
の
疑
問
と
そ
れ
に
寄
り
添
う
お

母
様
の
姿
が
、
一
つ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
賞
発
表
後
に
分
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
お
母
様
が
な
ん
と
柳
城
の

卒
業
生
だ
っ
た
の
で
す
。
最
優
秀
作
品
、
優

秀
作
品
２
点
は
、
キ
ッ
ズ
紙
芝
居
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
紙
芝
居
．
ネ
ッ
ト
）
に
公
開
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
年
度
も
沢

山
の
作
品
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
研
究
所

　

今
年
度
か
ら
幼
児
教
育
研
究
所
の
活
動
が

再
開
さ
れ
、
紙
芝
居
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
研
究

所
の
所
属
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

紙
芝
居
を
仲
立
ち
に
、
ど
ん
な
出
会
い
が
あ

る
の
か
、
何
が
育
ま
れ
て
い
く
の
か
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
更
な
る
発
展
に
、
ご
支
援
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

主
の
御
名
を
ほ
め
た
た
え
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
３
月
20
日
、
短
大
新
校
舎

３
号
館
が
無
事
に
学
院
側
へ
引
き
渡
さ
れ

ま
し
た
こ
と
、
先
ず
も
っ
て
こ
こ
に
ご
報

告
す
る
と
と
も
に
、
工
事
関
係
者
な
ら
び

に
工
事
に
ご
理
解
い
た
だ
い
た
近
隣
の

方
々
や
学
院
内
の
関
係
部
署
の
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
は
２
０
１
１
年
１
月
に
落

成
し
た
短
大
北
館
に
続
く
校
舎
整
備
計
画

の
第
２
弾
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
北
館
は
教

室
の
増
設
を
狙
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
３

号
館
は
主
に
次
の
６
点
の
実
現
を
目
指
し

ま
し
た
。
①
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
の
拡
張
（
座

席
数
、１
１
４
席
増
）。
②
ピ
ア
ノ
サ
ポ
ー

ト
教
室
の
移
設
（
移
設
後
の
５
号
館
３
室

を
学
生
さ
ん
に
開
放
）。
③
子
育
て
支
援

ル
ー
ム
の
新
設
（
２
号
館
内
の
教
室
１
つ

を
３
号
館
に
移
設
し
た
後
の
空
き
教
室
を

利
用
。
か
つ
て
の
「
幼
児
教
育
研
究
所
」

の
部
分
復
活
を
目
指
す
）。
④
書
庫
の
拡

張
（
既
存
書
庫
の
手
狭
さ
を
解
消
）。
⑤

研
究
室
の
集
中
（
移
設
後
の
各
部
屋
を
有

効
利
用
）。
⑥
同
窓
会
室
の
校
内
確
保（
⑤

に
伴
い
４
号
館
内
の
歴
史
資
料
室
を
拡
張

し
て
、
そ
こ
に
同
窓
会
室
を
併
設
）

　

２
０
１
３
年
１
月
、
こ
れ
ら
の
基
本
計

画
が
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
委
員
会
で
決
定
さ

れ
て
以
来
、
約
14
カ
月
に
わ
た
る
完
成
ま

で
の
道
程
は
決
し
て
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
主
の
お
守
り
の
う
ち
に

２
０
１
３
年
度
内
の
完
成
に
至
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
本
施
設
に
対
す

る
評
価
が
、
文
部
科
学
省
の
施
設
整
備
並
び

に
教
育
研
究
活
性
化
整
備
の
各
補
助
事
業
に

採
択
さ
れ
る
と
い
う
形
で
与
え
ら
れ
、
３
号

館
建
設
に
か
か
る
総
費
用
の
約
半
分
に
近
い

１
億
５
０
０
万
円
程
の
補
助
金
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
国
民
の
税
金
が
３
号
館
に

投
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　

た
だ
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
前
面
に
打
ち

出
し
て
い
る
本
学
に
と
っ
て
は
、
３
号
館
へ

の
「
こ
の
世
」
的
な
思
い
に
対
し
て
、
霊
的

な
冷
静
さ
を
も
っ
て
謙
虚
に
再
評
価
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
人
の
心
に
は
多
く

の
計
ら
い
が
あ
る
。
主
の
御
旨
の
み
が
実
現

短
大
３
号
館　

落
成
の
ご
報
告

総
務
課　

加
藤
実
治

す
る
（
箴
言
19
：
21
）」
と
聖
書

に
あ
る
通
り
で
す
。
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
も
語
っ
て
い
ま
す
。「
わ

た
し
に
向
か
っ
て
、『
主
よ
、主
よ
』

と
言
う
者
が
皆
、
天
の
国
に
入
る

わ
け
で
は
な
い
。
わ
た
し
の
天
の

父
の
御
心
を
行
う
者
だ
け
が
入
る

の
で
あ
る
（
マ
タ
イ
７
：
21
）」。

ど
ち
ら
の
聖
句
も
「
自
我
を
捨
て

て
、
神
の
御
心
に
従
え
」
と
の
戒

め
で
あ
り
ま
す
。

　

写
真
に
あ
る
通
り
、
３
号
館
の

玄
関
に
は
十
字
架
が
２
ヶ
所
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
「
お
飾

り
」
で
無
い
事
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
玄
関
は
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
入
ら
れ
る
門
で
あ
り
、
本
学
の
創

始
者
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ヤ
ン
グ
を
お
迎
え

す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
十
字
架

を
見
る
た
び
に
、自
我
を
抑
え
て
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
思
い
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

３
号
館
に
対
す
る
霊
的
評
価
は
持
続
し
、

今
後
30
年
以
上
は
利
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

本
館
が
、
小
さ
い
な
が
ら
も
短
大
の
要
の

施
設
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
切
に
祈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
主
に
感
謝
。

　

イ
エ
ス
は
、
別
の
た
と
え
を
持
ち
出
し

て
、
彼
ら
に
言
わ
れ
た
。「
天
の
国
は
か

ら
し
種
に
似
て
い
る
。
人
が
こ
れ
を
取
っ

て
畑
に
蒔
け
ば
、
ど
ん
な
種
よ
り
も
小
さ

い
の
に
、
成
長
す
る
と
ど
の
野
菜
よ
り
も

大
き
く
な
り
、
空
の
鳥
が
来
て
枝
に
巣
を

作
る
ほ
ど
の
木
に
な
る
。」（
マ
タ
イ
13
：

31
―
32
）
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２
０
１
３
年
度
は
、

保
育
科
、
専
攻
科
保

育
専
攻
、
専
攻
科
介

護
福
祉
専
攻
合
わ
せ

て
２
２
１
名
が
卒

業
・
修
了
し
ま
し
た
。

　

３
号
館
の
竣
工
に
伴
い
、
図
書
館

の
面
積
が
増
え
ま
し
た
。
と
言
っ
て

も
、
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
使
用
す
る
閲

覧
室
と
視
聴
覚
室
の
面
積
が
変
わ
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広
く

な
っ
た
の
は
書
庫
と
歴
史
資
料
室
で

す
。
図
書
館
と
し
て
は
、
皆
さ
ん
の

使
用
で
き
る
部
分
の
面
積
を
増
や
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
そ
れ

は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
第
２
書
庫
が
で
き
書
庫
の
面
積

が
増
え
た
こ
と
は
、
と
て
も
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
昨
年
度
の
学
院
報
に

も
書
い
た
と
お
り
、
こ
こ
数
年
、
所

蔵
資
料
数
が
収
容
能
力
を
超
え
て
い

る
と
い
う
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
し

た
。
第
２
書
庫
が
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
や
っ
と
こ
の
問
題
が
解
消
さ
れ

た
の
で
す
。
第
２
書
庫
に
は
、
約

１
万
８
千
冊
の
本
を
収
容
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
参
考
ま
で
に
過
去
３

年
間
の
図
書
受
入
れ
冊
数
（
研
究
費

に
よ
る
購
入
分
含
む
）
を
見
て
く
だ

さ
い
。

２
０
１
１
年
度　

９
８
６
冊

２
０
１
２
年
度　

１
０
５
１
冊

２
０
１
３
年
度　

８
６
０
冊

こ
の
調
子
で
本
が
増
え
て
い
っ
て

も
、
た
ぶ
ん
15
年
程
度
は
保
管
場
所

に
困
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
昨
年
度
の
学
院
報
で
紹

そ
の
う
ち
１
９
４
名
が
就
職
を
希

望
し
、
全
員
が
無
事
就
職
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
就
職
先
の
種

別
デ
ー
タ
を
見
ま
す
と
、保
育
職
・

介
護
職
で
全
体
の
約
97
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
正
規
で
の
採
用
で
し
た
。

　

学
生
は
保
育
者
・
介
護
者
に
な

る
夢
を
叶
え
る
た
め
、
真
摯
に
就

職
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一

口
に
幼
稚
園
、
保
育
所
、
介
護
施

設
と
言
っ
て
も
園
・
施
設
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
ま
す
。

学
生
は
『
園
・
施
設
研
究
』
を
重

ね
て
自
身
の
考
え
や
思
い
に
あ
っ

た
と
こ
ろ
を
探
し
、
積
極
的
に
採

用
試
験
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
努

力
が
実
り
、
皆
が
結
果
を
出
せ
た

こ
と
を
心
か
ら
称
賛
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
保
育
者
・
介
護
者

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
充
実

し
た
人
生
を
歩
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

DATA　2013 年度卒業者 221 人
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求
人
数
は
昨
年
度
も
増
加

柳
城
生
へ
の
信
頼
度
は

ま
す
ま
す
ア
ッ
プ
！

　

愛
知
県
内
の
大
学
・
短
大
生
の
就
職

率
は
、
経
済
状
況
の
改
善
に
よ
り
、
対

前
年
比
1.6
ポ
イ
ン
ト
増
の
９
４
．９
％

と
３
年
連
続
で
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
26
年
３
月
末
日
現
在
）

　

し
か
し
、
就
職
活
動
が
楽
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
る
学
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
十
社

と
受
験
し
て
も
な
か
な
か
内
定
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
学
生
の
方
が
多
数
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
す
が
、
保
育

の
就
職
は
好
調
で
、
柳
城
へ
の
求
人
件

数
は
昨
年
度
よ
り
も
１
０
０
件
以
上
増

加
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
保
育
所
か
ら

の
求
人
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
保
育
現
場
か
ら
の
柳
城

生
へ
の
高
い
評
価
の
表
れ
で
あ
る
と
感

謝
し
つ
つ
、
今
後
も
期
待
に
添
え
る
よ

う
更
な
る
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

所
存
で
す
。
そ
し
て
、
学
生
に
対
し
て

は
、
一
人
ひ
と
り
が
満
足
度
の
高
い
就

職
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
教
職
員

全
体
で
連
携
を
図
り
、
き
め
細
や
か
な

指
導
、
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

幼稚園
（私立）
86

保育園
（私立）
70

幼稚園
（私立）
86

保育園
（私立）
70

公立
（保育園等）

20

児童・
老人施設等

6

企業
9

進学
22

その他
13

2014 年 3 月 31 日現在
卒業者数（人） 就職希望者（人） 就職率（％） 進学者（人） 就職希望なし（人）

保育科 193 167 100 17 9

専
攻
科

保育専攻 10 9 100 0 1

介護福祉専攻 18 18 100 0 0

計 221 194 100 17 10

「
努
力
は
嘘
を
つ
か
な
い
！ 

夢
は
必
ず
叶
う
！
」

就
職
内
定
率
１
０
０
％
！

介
し
た
問
題
点
の
中
で
、
改
善
さ
れ

た
も
の
を
ご
報
告
し
ま
す
。

・
検
索
用
Ｐ
Ｃ
が
す
べ
て
新
し
く
な

り
、処
理
速
度
が
格
段
に
上
が
っ
た
。

・
絵
本
の
配
架
場
所
を
、
明
る
く
見

や
す
い
書
架
に
変
更
し
た
。

・
保
育
実
用
書
コ
ー
ナ
ー
を
細
か
く

分
類
し
、
表
示
板
を
入
れ
た
（
改

善
で
き
た
の
は
一
部
分
で
あ
り
、

さ
ら
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
）。

・
書
架
の
清
掃
を
毎
日
行
っ
て
い
る
。

以
上
の
取
り
組
み
に
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
の
方
々
に
も
大
い
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
い

図
書
館
と
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
は
お
願
い
で
す
。
今
回
の
３

号
館
の
建
築
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
財
政

的
な
問
題
が
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
将
来
、
再
び
校
舎
の
増
築
・
新

築
と
い
っ
た
機
会
が
あ
っ
た
な
ら
、

ぜ
ひ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
荷
物
の
運
搬
が
楽
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
車
い
す
使
用
者

等
の
図
書
館
利
用
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
規
定
上
利
用
可
能
な
方
で
あ
っ

て
も
、
車
い
す
で
の
入
館
は
、
現
状

で
は
非
常
に
困
難
で
す
。
前
向
き
に

お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

7
59th
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二
〇
一
四
年
度

入
試
結
果

　

保
育
科
二
○
四

名
、
専
攻
科
保
育

専
攻
四
名
、
専
攻

科
介
護
福
祉
専
攻

一
二
名
の
新
入
生

が
入
学
し
ま
し

た
。
こ
の
状
況
は
、
高
校
生
の
四

2015 年度入学試験日程

試験区分 募集
人員 出願期間 入学試験日 合格通知

発表日

推
薦
試
験

公募制推薦
Ａ入学試験（専願） 60 2014年 9 月29日（月）～

10月10日（金） 10月18日（土） 10月23日（木）

公募制推薦
Ｂ入学試験（併願） 25 2014年10月27日（月）～

11月 7日（金） 11月15日（土） 11月20日（木）

AO入学試験 20

願書等提出期間
2014年 8月25日（月）～

9月 5日（金）

（一次）
9月13日（土）

調査書・課題等提出期間
2014年 9月 8日（月）～

9月12日（金）

（二次）
9月20日（土） 9月25日（木）

一般Ａ入学試験 60 2015年 1 月 7日（水）～
1月21日（水） 1月28日（水） 1月31日（土）

一般Ｂ入学試験 5 2015年 2月13日（金）～
2月24日（火） 3月 3日（火） 3月 5日（木）

特
別
選
抜

社会人入学試験 若干名 2015年 1月 7日（水）～
1月21日（水） 1月28日（水） 1月31日（土）

帰国生徒入学試験
私費外国人留学生
入学試験

若干名 2014年 9月29日（月）～
10月10日（金） 10月18日（土） 10月23日（木）

若干名 2015年 1月 7日（水）～
1月21日（水） 1月28日（水） 1月31日（土）

特
別
推
薦

指定校推薦入学試験 30 2014年10月20日（月）～
10月31日（金） 11月 8日（土） 11月13日（木）

キリスト教会
推薦入学試験 若干名 2014年 9月29日（月）～

10月10日（金） 10月18日（土） 10月23日（木）

同窓生推薦入学試験 若干名 2014年 9月29日（月）～
10月10日（金） 10月18日（土） 10月23日（木）

大
志
向
や
短
期
大
学

間
の
競
合
な
ど
厳
し

い
外
部
環
境
の
中

で
、
保
育
科
二
〇
四

名
の
学
生
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
本
学

一
一
六
年
の
歴
史
と

伝
統
に
基
づ
く
教
育

内
容
や
学
習
支
援

が
、
社
会
に
認
め
ら

れ
て
い
る
結
果
で
あ

る
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
実
習
先
や

就
職
先
の
園
長
先
生

か
ら
は
、「
柳
城
生

は
ま
じ
め
で
明
る
く

素
直
」、「
保
育
に
取

り
組
む
姿
勢
が
良

い
」、「
保
育
の
内
容

を
豊
か
に
受
け
と
め

る
こ
と
の
で
き
る
基
礎
的
な
力
を
持
っ

て
い
る
」
な
ど
と
高
い
評
価
を
い
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
更
な
る
本

学
の
教
育
の
質
の
向
上
、
学
生
本
意
の

教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
、
介
護
福
祉
へ
の
進
学
を
希
望
さ

れ
る
方
が
お
見
え
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

本
学
へ
の
受
験
を
お
勧
め
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
度
入
試
概
要

　

本
学
の
入
学
試
験
に
は
、
公
募
制
推

薦
Ａ
入
試
（
専
願
）、
公
募
制
推
薦
Ｂ

入
試
（
併
願
）、
Ａ
Ｏ
入
試
、
一
般
Ａ

入
試
、
一
般
Ｂ
入
試
、
社
会
人
対
象
等

の
特
別
選
抜
入
試
、
特
別
推
薦
入
試
の

試
験
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
中
の
特
別
推
薦
入
試
に
は
、「
同

窓
生
推
薦
入
試
」
や
「
キ
リ
ス
ト
教
会

推
薦
入
試
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
、「
同
窓
生
推
薦
入
試
」
は
、
本
学

を
卒
業
さ
れ
た
お
方
の
お
子
様
、
お
孫

様
、
ご
兄
弟
を
推
薦
し
て
い
た
だ
く
入

試
で
す
。
特
に
こ
の
入
試
は
、
合
格
者

の
中
か
ら
上
位
三
名
の
方
に
対
し
て
、

入
学
金
が
免
除
さ
れ
る
特
典
が
あ
り
ま

す
。
次
に「
キ
リ
ス
ト
教
会
推
薦
入
試
」

で
す
が
、
同
窓
生
推
薦
入
試
」
と
同
様

に
、
合
格
者
の
中
か
ら
上
位
三
名
の
方

を
対
象
に
入
学
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
学
は
、
多
様
な
入
試

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
に

合
っ
た
入
試
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
入

試
広
報
課
で
は
、
入
試
に
関
す
る
相
談

や
お
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
入
試
広
報
課
）

学
院
人
事

４
月
１
日
付

﹇
法
人
﹈

採
用　

職
員　

岩
田　

牧
夫
（
法
人
事
務
局
）

﹇
短
大
﹈

退
職　

教
員　

小
島
千
恵
子
（
講
師
）

採
用　

職
員　

相
川
記
久
恵

﹇
幼
稚
園
﹈

柳
城
幼
稚
園

退
職　

園
長　

中
野　

早
苗

採
用　

教
諭　

鍋
谷　

貴
子
（
主
任
）

 

教
諭　

伊
藤　

沙
恵

任
用　

園
長　

織
田　

純
代

三
好
丘
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
幼
稚
園

退
職　

園
長　

平
松
ち
づ
代

採
用　

園
長　

児
玉　

文
子

 

教
諭　

細
野　

悠
司

５
月
31
日
付

﹇
短
大
﹈

退
職　

職
員　

阿
部　

力
治
（
経
理
課
・
課
長
）

６
月
１
日
付

﹇
短
大
﹈

任
用　

職
員　

渡
辺　

敏
光
（
経
理
課
・
課
長
）

 

職
員　

福
田　

郁
子
（
経
理
課
・
係
長
）

理
事
長 

渋
澤　

一
郎

理　

事 

新
海　

英
行

理　

事 

伊
藤　

秀
章

理　

事 

松
本　
　

勝

理　

事 

関　
　

俟
子

理　

事 

池
田　

正
毅

理　

事 

長
縄　

年
延

理　

事 

野
村　
　

潔

監　

事 

塚
田　

一
宣

監　

事 

日
野　

忠
市

３
月
31
日
付

退
任

顧　

問　

田
浦　

武
雄
（
元
学
長
）

理
事
・
監
事

役
員
人
事

 

渋
澤　

一
郎

 

新
海　

英
行

 

伊
藤　

秀
章

 

岡
野　

尚
子

 

菊
地　

伸
二

 

小
島　

典
子

 

田
中　
　

誠

 

関　
　

俟
子

 

中
川
由
希
子

評
議
員

中
村　
　

雅

野
々
垣
文
成

野
村　
　

潔

平
松
ち
づ
代

松
本　
　

勝

宮
澤　

俊
夫

諸
岡　

研
史

渡
邊　

信
子

8
59th
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本
年
度
、
後
援
会
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
小
島

と
申
し
ま
す
。

　
「
会
長
な
ど
私
に
は
無
理
…
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
柳
城
は
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
大
好
き
な
母
校
、
私
で
良
け
れ

ば
と
お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
娘
に
明
日
の
予
定
を
聞
く
と

「
実
習
先
に
事
前
訪
問
に
行
く
よ
」
と
元

気
な
返
事
で
し
た
。
１
年
の
時
、
実
習

と
い
え
ば
「
ど
う
し
よ
う
…
」
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
娘
な
の
で
、
違
い
を
感
じ
ま

し
た
。
入
学
当
初
は
課
題
の
多
さ
に
弱

音
も
聞
こ
え
ま
し
た
が
、
今
は
前
向
き

に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

の
柳
城
祭
で
展
示
さ
れ
た
手
作
り
お
も

ち
ゃ
は
半
年
し
か
学
ん
で
い
な
い
１
年

生
の
作
品
で
し
た
が
ど
れ
も
工
夫
さ
れ

て
い
て
感
心
し
ま
し
た
。
１
年
と
い
う

短
い
時
間
の
中
で
経
験
を
積
み
成
長
し

た
と
思
い
ま
す
。
学
校
の
先
生
方
、
実

習
先
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
方

の
指
導
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

約
30
年
振
り
に
訪
れ
た
柳
城
は
、
図

書
館
の
あ
っ
た
場
所
に
新
し
い
校
舎
が

建
ち
ラ
ウ
ン
ジ
も
造
ら
れ
校
舎
は
靴
の

　

今
年
も
ま
た
、
暑
い
夏
が
や
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
皆
様
お
か
わ
り
な
く
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
６
月
の
総
会
に

は
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
よ
く
人
か
ら
「
忙
し
い
ね
。」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
確
か
に
、

毎
日
仕
事
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
用
事

も
毎
日
何
や
か
や
と
あ
り
、
何
も
な
い

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
ら
す
べ

て
が
私
に
は
大
切
で
、
ま
た
そ
れ
ら
が

「
私
」
を
形
作
っ
て
い
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
仕
事
（
お
給
料
を
い
た
だ
け

る
も
の
）
と
、そ
れ
以
外
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
的
な
も
の
や
趣
味
）
を
比
べ
る
と
、

断
然
そ
れ
以
外
の
用
件
が
多
い
の
で
す

が
、
そ
れ
は
「
私
」
を
必
要
と
さ
れ
て

行
っ
て
い
る
も
の
、と
感
じ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
、
子
ど
も
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

音
楽
祭
の
ス
タ
ッ
フ
、
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏

楽
団
の
お
世
話
等
、
大
き
な
力
に
よ
っ

て
導
か
れ
る
か
の
よ
う
に
、
い
つ
も
偶

然
の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
、
私
は
そ
の

た
め
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

小島　典子

後援会　会長あいさつ

のぞみの会　会長

ま
ま
入
る
よ
う
に
な
り
最
初
は
戸
惑
い

ま
し
た
。
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、

柳
城
生
が
明
る
く
て
元
気
！
な
こ
と
で

し
た
。
柳
城
祭
で
は
私
た
ち
役
員
も
皆

さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
お
手
伝
い
を
い

た
し
ま
す
。
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
後
援
会
役
員
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
後
援
会
役
員

会　

長 

小
島　

典
子　

２
年

副
会
長 

中
川
由
希
子　

１
年

会
計
監
査
委
員 

佐
藤
麻
友
美　

２
年

会
計
監
査
委
員 

鰐
部
こ
ず
え　

１
年

 

大
橋　

康
子　

２
年

 

森　

佳
代
子　

２
年

 

浅
野
ゆ
う
み　

２
年

 

石
川　

涼
子　

２
年

 

野
村
る
り
子　

２
年

 

磯
﨑　

純
子　

１
年

 

鈴
木　

好
子　

１
年

 

倉
澤　

一
美　

１
年

 

齊
藤
さ
つ
き　

１
年

 

伊
藤
み
ゆ
き　

１
年

 

寺
本
規
公
美　

１
年

◆
大
学
教
職
員

顧　

問 

新
海　

英
行（
学
長
）

幹　

事 

野
々
垣
文
成（
教
授
）

幹　

事 

水
落　

洋
志（
講
師
）

事
務
担
当 

細
川　
　

領
（
教
務
課
員
）

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
「
私
」

を
介
し
て
新
し
い
繋
が
り
が
生
ま
れ
る

と
き
最
上
の
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　

だ
か
ら
「
忙
し
い
ね
。」
と
言
わ
れ

る
と
喜
び
す
ら
感
じ
て
し
ま
い
、
ま
す

ま
す
忙
し
い
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。で
も「
忙
し
い
」は「
心

を
亡
く
す
」
と
書
き
ま
す
。
心
だ
け
は

な
く
さ
な
い
よ
う
健
康
に
も
気
を
付
け

て
、
何
か
の
た
め
に
誰
か
の
た
め
に
私

を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鎮旗　真弓

の
ぞ
み
の
会
関
東
支
部

会　

長　

筑
井　

宏
子

　
「
ご
き
げ
ん
よ
う
。
さ
よ
う
な
ら
」

で
終
わ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ

『
花
子
と
ア
ン
』
を
観
て
い
ま
す
。
花

子
の
学
園
生
活
の
場
面
が
あ
り
ま
し
た

が
、
当
時
の
髪
型
、
は
か
ま
姿
な
ど
ま

た
カ
ナ
ダ
か
ら
来
ら
れ
た
と
い
う
先
生

方
の
様
子
は
柳
城
の
創
立
当
時
が
想
わ

れ
る
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

関
東
支
部
に
は
昭
和
６
年
卒
業
の
益

田
松
枝
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

昭
和
10
年
代
に
卒
業
さ
れ
た
方
が
７
人

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
懐
か
し
く
ご
覧

に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
関
東
支
部
会
は
10
月
20
日

（
月
）
東
京
都
葛
飾
区
の
社
会
福
祉
法
人

葛
飾
学
園
と
ケ
ア
ハ
ウ
ス　

サ
ン
・
ピ

エ
ー
ル
を
訪
問
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

葛
飾
学
園
は
大
正
５
年
日
本
聖
公
会

山
口
信
太
司
祭
が
貧
民
伝
道
を
志
し
た

事
を
発
端
に
保
育
園
を
そ
し
て
現
在
学

童
ク
ラ
ブ
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
三
代
目
と
な
ら
れ
る
現
理

事
長
山
口
千
晴
氏
の
お
話
も
お
聞
き
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
い
お

知
ら
せ
は
９
月
に
は
発
送
い
た
し
ま
す

の
で
沢
山
の
方
の
参
加
を
お
ま
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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附属柳城幼稚園附属柳城幼稚園
　

今
年
度
は
、
私
園
長
を
始
め
、
主
任
・
新

卒
と
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
、
心
も
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
業
務
の

中
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
、保
護
者
の
方
々

の
温
か
い
励
ま
し
と
お
支
え
で
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
９
６
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
新

年
度
、
満
三
歳
児
が
徐
々
に
加
わ
っ
て
、
程

な
く
１
０
０
名
の
大
台
に
乗
り
そ
う
な
見
通

し
で
す
。
園
長
業
務
の
合
間
を
縫
っ
て
、
昼

食
は
必
ず
ど
こ
か
の
部
屋
へ
お
邪
魔
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
の
ほ
っ
と
す
る
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
聖
話
は
も
ち
ろ

ん
の
事
、
柳
城
な
ら
で
は
の
リ
ズ
ム
・
ゲ
ー

ム
の
時
間
を
先
生
た
ち
か
ら
い
た
だ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

幼
保
一
元
化
の
流
れ
の
中
、
柳
城
幼
稚
園
が

幼
稚
園
と
し
て
こ
の
地
に
存
続
し
て
い
く
た

め
に
も
、
そ
の
保
育
内
容
に
柳
城
ら
し
さ
を

し
っ
か
り
と
打
ち
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
が
ど
ん
な
一
年
に

な
る
の
か
と
、
楽
し
み
で
す
。

園　

長　

織
田　

純
代

年　

長
「
青
組
」

　

青
組
に
な
り
、
１
か
月
が
た
と
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
友
だ
ち
や
先
生
に
い
ろ
い

ろ
な
表
情
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し

た
。
幼
稚
園
で
は
一
番
上
の
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
な
ん
だ
、
と
張
り
切
り
、
小
さ
い
お
友

だ
ち
や
困
っ
て
い
る
お
友
だ
ち
の
手
助
け
を

し
た
り
、
と
て
も
微
笑
ま
し
い
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
青
組
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
行

事
も
増
え
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
期
待
を

も
っ
て
登
園
し
て
き
て
く
れ
ま
す
。

　

外
遊
び
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
氷
オ
ニ
、
工

事
ご
っ
こ
、
お
う
ち
ご
っ
こ
な
ど
、
と
、
大

好
き
な
お
友
だ
ち
と
様
々
な
と
こ
ろ
で
遊
び

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
遊
び
の
中
で

も
お
友
だ
ち
と
ケ
ン
カ
に
な
っ
た
り
、
自
分

の
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
を
感
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
今
、
も
ど
か
し
い
気
持
ち
に
な
っ

て
い
る
子
も
い
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
も

ち
ゃ
ん
と
神
様
は
近
く
に
い
て
下
さ
る
こ
と

を
感
じ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
、
多

く
の
行
事
を
通
し
て
、
お
友
だ
ち
と
協
力
し

合
え
る
よ
う
に
、
私
も
そ
っ
と
見
守
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

年
長
組
（
青
組
）
担
任　

桑
原　

奈
津

年　

中
「
黄
組
」

　

今
年
度
の
年
中
組
は
27
名
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
手
で
植
え
た
キ
ュ

ウ
リ
や
ト
マ
ト
は
、
太
陽
の
恵
み
と
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
愛
情
の
こ
も
っ
た
水
の
恵
み
を

浴
び
て
、
日
々
大
き
く
成
長
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
目
で
見
て
分
か
る
成
長

を
楽
し
み
に
、
毎
日
登
園
を
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
園
庭
に
そ
び
え
る
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ

の
木
は
、
気
持
ち
の
良
い
木
陰
を
つ
く
り
子

ど
も
た
ち
を
癒
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
自
然
の
中
で
〝
遊
び
〟
を
通
し
て
、
友

だ
ち
と
の
関
わ
り
方
や
新
た
な
友
だ
ち
の
一

面
、
異
年
齢
の
友
だ
ち
と
も
何
隔
て
な
く
遊

び
に
夢
中
に
な
れ
る
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し

て
い
る
事
に
、
喜
び
を
感
じ
る
日
々
で
す
。

１
年
間
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
愛

を
も
っ
て
関
わ
り
、
子
ど
も
の
〝
今
〟
を
大

切
に
、
と
も
に
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

年
中
組
（
黄
組
）
担
任　

八
島　

麻
衣

年　

少
「
赤
組
」

　

青
々
と
繁
る
園
庭
の
い
ち
ょ
う
の
木
。
太

陽
の
光
を
柔
ら
か
い
日
差
し
に
変
え
て
く

れ
、
ま
る
で
子
ど
も
た
ち
を
優
し
く
包
ん
で

く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
い
ち
ょ
う

の
木
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
新
し

い
生
活
に
慣
れ
て
き
た
年
少
組
の
子
ど
も
た

ち
。小
さ
く
て
も
毎
朝
お
母
さ
ん
か
ら
離
れ
、

自
分
の
身
支
度
を
し
た
り
、
担
任
の
話
を
聞

い
た
り
、
給
食
を
食
べ
た
り
…　

一
つ
ひ
と

つ
の
新
し
い
経
験
や
出
会
い
を
重
ね
て
、
毎

日
様
々
な
表
情
で
私
た
ち
の
心
を
温
か
く
し

て
く
れ
ま
す
。
園
庭
で
も
、「
ど
ろ
だ
ん
ご

作
る
!!
」「
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
た
い
。」「
先
生

も
一
緒
に
や
ろ
う
!!
」
と
色
々
な
声
が
響

き
、楽
し
そ
う
な
姿
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
見
え
る
景
色
は
、
私
た
ち

よ
り
遥
か
に
豊
か
な
想
像
で
膨
ら
ん
で
い
ま

す
。
私
た
ち
も
、
子
ど
も
た
ち
と
の
遊
び
を

共
に
楽
し
み
、
神
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
も
大

切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
大
切

に
育
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

年
少
組
（
赤
組
）　

担
任　

青
木　

万
莉

　
　

伊
藤　

沙
恵

満
三
歳
児
「
桃
組
」

　

今
年
は
、
４
月
か
ら
桃
組
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
お
家
で
過
ご
し
て
い
た
生
活
か

ら
、
幼
稚
園
と
い
う
集
団
に
入
り
、
喜
び
と

戸
惑
い
を
抱
き
な
が
ら
、
毎
日
登
園
し
て
く

る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
朝
の
支
度
は
、「
自

分
で
で
き
る
も
ん
！
」
と
ば
か
り
に
得
意
げ

に
タ
オ
ル
を
掛
け
た
り
、
コ
ッ
プ
を
出
し
た

り
す
る
姿
は
、
と
て
も
愛
ら
し
い
で
す
。
戸

外
遊
び
で
は
、
年
長
さ
ん
の
三
輪
車
の
後
ろ

に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お

姉
ち
ゃ
ん
の
真
似
を
し
て
、
ブ
ラ
ン
コ
や
滑

り
台
、
砂
場
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
で
す
が
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

お
母
さ
ん
を
思
い
出
し
て
泣
い
た
り
、
保
育

者
の
手
を
ギ
ュ
ッ
と
握
る
姿
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
心
の
動
き
を
大
切
に
し
、
集

団
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
に
少
し
ず
つ
慣
れ

て
い
け
る
よ
う
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
発
達

に
合
わ
せ
た
保
育
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

担　

任　

鍋
谷　

貴
子

大好きな築山大好きな築山

お誕生日礼拝お誕生日礼拝

たのしい砂場たのしい砂場

月に一度の月に一度の

おいしいカレーおいしいカレー
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附属豊田幼稚園附属豊田幼稚園
満
３
歳
児

　

年
上
の
園
児
か
ら
「
可
愛
い
ね
」
と

声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
三
輪
車
に
乗
せ

て
も
ら
っ
た
り
、
ブ
ラ
ン
コ
を
押
し
て

も
ら
っ
た
り
…
子
ど
も
集
団
の
人
気
者

で
す
。
い
つ
も
傍
ら
に
誰
か
が
い
る
環

境
の
中
で
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
給
食

の
準
備
や
片
付
け
等
も
上
手
に
真
似
し

て
自
分
で
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
と
て
も
仲
良
し
で
梅
や
柿
や

ブ
ド
ウ
、
畑
の
苺
や
メ
ロ
ン
に
西
瓜
、

プ
ラ
ン
タ
ー
の
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、

枝
豆
や
落
花
生
、
向
日
葵
や
朝
顔
等
々

が
実
っ
て
い
く
様
子
を
喜
ぶ
毎
日
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
場
所
や
場
面

で
、
見
て
、
聴
い
て
、
触
れ
て
、
嗅
い

で
、
味
わ
い
な
が
ら
世
界
を
感
じ
取
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
途
中
入
園
児

も
す
ぐ
仲
間
入
り
で
き
て
し
ま
う
「
も

も
組
」
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

満
３
歳
ク
ラ
ス
担
当　

林　

ひ
と
み

年
少
児

　

園
生
活
が
始
ま
っ
て
し
ば
ら
く
す
る

と
、
覚
え
た
て
の
友
だ
ち
の
名
前
を
呼

ん
で
「
お
は
よ
う
」
の
挨
拶
を
交
わ
す

姿
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
外
遊
び
が
大

好
き
で
、
身
支
度
を
終
え
る
と
園
庭
に

飛
び
出
し
て
い
き
ま
す
。
小
さ
な
手
で

一
所
懸
命
作
る
泥
団
子
、
美
味
し
そ
う

な
食
べ
物
屋
が
並
ぶ
砂
場
遊
び
、
て
っ

ぺ
ん
ま
で
登
っ
て
大
満
足
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
、
カ
ッ
プ
一
杯
に
な
る
ま
で
虫

探
し
等
々
。
目
を
輝
か
せ
、
力
い
っ
ぱ

い
遊
ぶ
姿
に
ホ
ッ
コ
リ
…
。

　

年
少
組
で
大
切
に
し
て
い
る
活
動
の

一
つ
に
「
自
由
選
択
活
動
（
毎
週
火
曜

日
）」
が
あ
り
ま
す
。
室
内
外
に
様
々

な
遊
び
を
用
意
し
、
子
ど
も
自
身
が
選

ん
だ
遊
び
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
心
満
た
さ
れ

る
日
々
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

年
少
ク
ラ
ス
担
当　

阪
下　

起
子

年
中
児

　

進
級
し
て
１
ヶ
月
が
過
ぎ
た
頃
、
ク

ラ
ス
対
抗
し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー
ム
を
行
い

ま
し
た
。
し
っ
ぽ
を
互
い
に
付
け
合
い

「
絶
対
に
勝
と
う
ネ
ッ
！
」
と
気
合
も

十
分
。
思
い
切
り
闘
っ
た
後
で
「
１
、

２
、３
…
」
と
全
員
が
注
目
す
る
中
取

れ
た
し
っ
ぽ
を
数
え
ま
す
。「
明
日
も

す
る
？
」「
今
度
勝
て
る
よ
う
に
練
習

し
よ
」
と
意
欲
満
々
の
子
ど
も
た
ち
で

し
た
。

　

毎
日
、
子
ど
も
た
ち
の
ひ
た
む
き
な

思
い
や
姿
か
ら
沢
山
の
パ
ワ
ー
と
元
気

が
溢
れ
、
私
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
か
ら

パ
ワ
ー
と
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
と
実

感
し
ま
す
。

　
〝
イ
イ
と
こ
探
し
〟
が
今
年
度
の
幼

稚
園
の
テ
ー
マ
。
一
人
ひ
と
り
の
良
さ

を
尊
重
し
、
互
い
が
大
切
な
存
在
に
な

る
関
係
作
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

年
中
ク
ラ
ス
担
当　

鈴
木　

有
加
里

年
長
児

　

年
間
を
通
し
て
年
長
児
は
、
豊
田
市

企
画
も
含
め
ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
見
学
や

交
流
会
や
野
外
学
習
等
、
体
験
が
盛
り

沢
山
で
す
。

　

今
年
度
、
初
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
が

個
人
用
絵
の
具
で
す
。
自
分
の
名
前
が

書
い
て
あ
る
絵
の
具
セ
ッ
ト
を
使
う
だ

け
で
ワ
ク
ワ
ク
。
パ
レ
ッ
ト
に
チ
ュ
ー

ブ
か
ら
絵
の
具
を
出
す
時
ド
キ
ド
キ
。

筆
を
画
用
紙
に
の
せ
て
動
か
す
と
…
。

感
動
し
き
り
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　

絵
の
具
の
魅
力
は
、
濃
淡
を
変
え
ら

れ
た
り
、
色
を
混
ぜ
て
新
し
い
色
を
創

り
出
せ
る
こ
と
。
年
長
児
に
は
色
作
り

や
思
い
思
い
の
表
現
等
、
ゆ
っ
く
り
と

活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
カ
ラ
ー
（
個
性
）
も
の
び
や
か
に
表

現
さ
れ
て
い
く
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

年
長
ク
ラ
ス
担
当　

津
田　

早
百
合

「よし！　“にいちゃん ”に
「よし！　“にいちゃん ”にまかしときっ」

まかしときっ」

「みんな違って「みんな違って
みんな “イイ子 ”」みんな “イイ子 ”」

「絵の具との出合いに

「絵の具との出合いに感動しきり…」
感動しきり…」

「お「お　　
　　　　い
、い、

ダンゴ虫
や

ダンゴ虫
や　　　　　　い

」い」
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附属三好丘附属三好丘
聖マーガレット幼稚園聖マーガレット幼稚園

　

神
様
の
お
守
り
の
う
ち
に
今
年
度
も

１
７
１
名
の
園
児
と
共
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

前
年
度
ま
で
長
年
に
渡
り
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
幼
稚
園
を
支
え
て
下
さ
っ
た
平

松
園
長
が
退
職
し
、
新
た
に
児
玉
園
長

が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
新
任

と
し
て
、
園
初
の
男
性
教
諭
を
迎
え
、

さ
ら
に
活
気
の
あ
る
雰
囲
気
に
な
る
こ

と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
あ
と
一
つ
嬉

し
い
こ
と
に
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
っ
た
職

員
も
お
り
、
子
ど
も
達
は
大
き
く
な
っ

て
い
く
先
生
の
お
腹
に
声
を
掛
け
た

り
、
さ
す
っ
た
り
し
な
が
ら
新
し
い
命

の
誕
生
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
あ
ふ
れ
る
愛
で
子
ど
も
達

を
包
み
、
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
楽
し

く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
に
職

員
一
丸
と
な
っ
て
保
育
に
あ
た
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

年
長
児
味
噌
作
り

　

毎
年
、
年
長
組
が
４
月
に
行
う
事
。

そ
れ
は
味
噌
作
り
！
大
豆
を
水
に
一
晩

つ
け
て
お
く
と
、
翌
朝
２
〜
３
倍
に
大

き
く
な
っ
た
豆
を
み
て
子
ど
も
達
は
毎

年
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す
。
大
き
く

な
っ
た
大
豆
が
蒸
し
上
が
る
と
、
い
よ

い
よ
子
ど
も
達
の
出
番
で
す
。
し
ゃ
も

じ
を
一
生
懸
命
握
っ
て
豆
を
潰
す
こ
と

に
必
死
に
な
り
、「
全
然
潰
れ
な
い
」

と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
潰
し
、
麹
と

混
ぜ
合
わ
せ
容
器
に
入
れ
ま
す
。
出
来

上
が
り
は
１
月
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
幼

稚
園
の
倉
庫
で
寝
か
せ
て
お
き
ま
す
。

で
き
あ
が
っ
た
味
噌
は
、
１
月
の
ス
マ

イ
ル
デ
ー
（
父
親
参
観
日
）
で
豚
汁
に

変
身
で
す
。
味
噌
作
り
を
通
し
て
、
作

る
過
程
か
ら
出
来
上
が
る
ま
で
に
労
力

と
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
実
感
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
自

分
た
ち
で
作
っ
た
味
噌
で
の
豚
汁
を
、

親
子
で
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
姿

は
、
と
て
も
微
笑
ま
し
い
で
す
。
今
年

の
味
噌
も
も
う
す
で
に
容
器
の
中
で

眠
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
味
に
出
来
上

が
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

畑
サ
ー
ク
ル
「
ベ
ジ
サ
ン
タ
」

　

当
園
で
は
、
食
育
の
一
環
と
し
て
愛

知
牧
場
に
あ
る
愛
牧
フ
ァ
ー
ム
内
に
畑

を
借
り
て
季
節
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
ど
う
頑
張
っ
て
も
園
児

と
職
員
だ
け
の
力
で
畑
の
維
持
を
し
て

い
く
の
は
難
し
く
、
困
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
土
い
じ
り
が
大
好
き
な
保
護
者
有

志
の
方
々
が
協
力
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
り
、
畑
サ
ー
ク
ル
が
始
ま
り
ま
し

た
。
昨
年
11
月
か
ら
は
、「
ベ
ジ
サ
ン

タ
」
と
い
う
可
愛
い
サ
ー
ク
ル
名
も
つ

い
て
、
メ
ン
バ
ー
も
少
し
ず
つ
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
「
ベ
ジ
サ
ン
タ
」
の
名
前
の
由
来
は
、

ベ
ジ
タ
ブ
ル
（
野
菜
）
を
美
味
し
く
子

ど
も
達
に
届
け
る
サ
ン
タ
の
略
で
す
。

　

そ
の
お
届
け
方
法
は
、
収
穫
時
期
を

迎
え
た
野
菜
が
食
べ
ご
ろ
に
な
る
と
そ

の
都
度
ベ
ジ
サ
ン
タ
さ
ん
た
ち
か
ら
お

知
ら
せ
が
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
野
菜
の
食
べ
ご
ろ
に
待
っ
た
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
知
ら
せ
を
聞
い
た
子
ど

も
達
は
ク
ラ
ス
単
位
で
園
バ
ス
に
乗
っ

て
畑
に
行
き
、
旬
の
野
菜
を
収
穫
し
ま

す
。
そ
の
場
で
味
見
で
き
る
も
の
は
味

見
を
し
、
そ
の
後
収
穫
物
を
幼
稚
園
へ

持
ち
帰
り
、
待
っ
て
い
た
園
児
み
ん
な

で
食
べ
る
と
い
う
形
で
す
。

　

昨
年
は
、
き
ゅ
う
り
・
プ
チ
ト
マ

ト
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
枝
豆
・
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
・
十
六
さ
さ
げ
な
ど
を
収
穫
し
、

み
ん
な
で
味
わ
う
こ
と
が
ま
し
た
。
今

年
５
月
に
は
、
青
梗
菜
・
サ
ニ
ー
レ
タ

ス
を
収
穫
し
ま
し
た
。
収
穫
を
通
し
て

子
ど
も
達
は
、
収
穫
が
出
来
る
喜
び
・

収
穫
を
し
て
す
ぐ
に
味
わ
う
事
が
出
来

る
恵
み
・
た
く
さ
ん
の
命
を
頂
い
て
大

き
く
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
こ
れ
か
ら
も
野
菜
を
美

味
し
い
と
感
じ
、
好
き
に
な
っ
て
い
く

よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
野
菜
作
り
に

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ベ
ジ
サ
ン

タ
の
方
々
の
ご
奉
仕
に
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

自
園
給
食
を
初
め
て
今
年
で
６
年

目
。
子
ど
も
達
は
い
い
匂
い
の
す
る
園

内
で
朝
か
ら
給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
地
産
池
消
を
大
切
に
し
た
給
食

と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
の
野
菜
を

美
味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
で
子
ど
も
達

は
野
菜
が
大
好
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
園
で
多
く
の
恵
み
に
出
会
え
る
環

境
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

感
謝
し
て
い
ま
す
。主　

任　

林　
　

知
子

きゅうり収穫きゅうり収穫

作った味噌で作った味噌で
豚汁パーティー豚汁パーティーベジサンタ畑作業ベジサンタ畑作業 味噌作り味噌作り
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資金収支状況 （単位：千円）

科　　目 2012 年 2013 年

収
入
の
部

学生生徒等納付金収入 606,335 624,407
手数料収入 14,148 13,355
寄付金収入 8,579 9,014
補助金収入 226,724 330,652
資産運用収入 8,058 5,075
資産売却収入 1,157,719 1,014,036
事業収入 44,418 44,156
雑収入 34,359 2,190
前受金収入 70,965 63,810
その他の収入 22,958 42,654
資金収入調整勘定 △ 103,120 △ 182,296
前年度繰越支払資金 1,264,847 1,398,507
収入の部合計 3,355,990 3,365,560

支
出
の
部

人件費支出 518,200 481,770
教育研究経費支出 170,616 170,926
管理経費支出 53,751 59,865
借入金等利息支出 1,107 952
借入金等返済支出 9,270 9,270
施設関係支出 10,876 240,971
設備関係支出 37,701 14,792
資産運用支出 1,153,861 1,013,647
その他の支出 17,475 14,576
資金支出調整勘定 △ 15,374 △ 16,356
次年度繰越支払資金 1,398,507 1,375,147
支出の部合計 3,355,990 3,365,560

消費収支状況 （単位：千円）

科　　目 2012 年 2013 年

消
費
収
入
の
部

学生生徒等納付金 606,335 624,407
手数料 14,148 13,355
寄付金 8,981 9,805
補助金 226,724 330,652
資産運用収入 8,058 5,075
事業収入 44,418 44,156
雑収入 34,359 4,849
帰属収入合計 943,023 1,032,299
基本金組入額合計 △ 8,410 △ 219,630
消費収入の部合計 934,613 812,669

消
費
支
出
の
部

人件費 520,849 481,524
教育研究経費 238,985 242,882
管理経費 57,737 61,945
借入金等利息 1,107 952
資産処分差額 6,115 70,016
徴収不能引当金繰入額 0 0
消費支出の部合計 824,792 857,319
当年度消費収入超過額 109,820 0
当年度消費支出超過額 0 44,651
前年度繰越消費収入超過額 134,409
前年度繰越消費支出超過額 20,587 0
基本金取崩額 45,176 491
翌年度繰越消費収入超過額 134,409 90,249
翌年度繰越消費支出超過額 0 0

貸借対照表の推移 （単位：千円）

科　　目 2012 年 2013 年

資
産
の
部

固定資産 2,341,734 2,452,556
流動資産 1,441,976 1,487,966
( 内、預金） 1,398,507 1,375,147
資産の部　合計 3,783,710 3,940,522

負
債
の
部

固定負債 197,612 185,437
（内、借入金） 51,180 41,910
流動負債 97,020 91,027
負債の部　合計 294,632 276,464

基本金の部合計 3,354,669 3,573,809
消費収支差額の部合計 134,409 90,249
負債・基本金・および消
費収支差額合計 3,783,710 3,940,522
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（単位：百万円）

帰 属 収 入

消 費 支 出

帰属収支差額

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

791 788 799 824 879 975 1090 961 943 1032

663 651 683 680 719 784 762 819 824 857

128 137 116 144 160 191 328 142 119 175

※（　）は帰属収支差額比率

（17％）
（16％）

（17％）
（18％）

（15％）

（20％）（20％）

（30％）

（15％）
（13％）（13％）

（17％）（17％）

（30％）

（15％）

２．消費収支状況：帰属収入が前年比 8千 9百万円増額です。基本金組入額が大幅な増加になりましたが、短大部門３

号館建設、教育機器等の増加によるものです。資産処分差額の増大はマンションの解体処分によるものです。

３．貸借対照表：総資産は 1億 5千 6百万円の増加となりました。固定資産及び基本金の増加は建物資産、構築物資産

［2013 年度決算概況］

１．資金収支状況：学生数の増加により授業料収入が増加

しました。補助金収入の増加額は短大部門の 3号館新

築工事補助金とそれ以外の補助金です。幼稚園 3園に

おいて若干減少しました。支出の部では 3号館新築に

伴う、施設関係支出が大幅に増加しました。

の取得によります。

［学院 : 帰属収支差額の経年変化］

帰属収入：学生生徒等納付金、補助金な

どの学校法人の負債とならない収入

消費支出：人件費、消耗品費、光熱水費

などの消費する支出

帰属収支差額：帰属収入 - 消費支出。帰

属収支差額比率は高いほど、自己資本が

充実していることを示す。少なくとも

10％以上が望ましい。

2013年度 会 計 報 告
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今
ま
で
学
校
教
育
と
は
違
う
仕
事
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
重
要
な
こ
と

は
教
育
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
本
学
は
、
建
学
の
精
神

を
１
１
６
年
に
渡
っ
て
し
っ
か
り
と
実

践
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
す
ば
ら
し
い

学
校
で
働
け
る
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
少
し
で
も

柳
城
で
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。附

属

幼

稚

園

◆
柳
城
幼
稚
園　

主
任　

鍋
谷　

貴
子

　

今
年
度
よ
り

新
し
く
柳
城
幼

稚
園
の
仲
間
に

加
わ
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
母
校
の
附
属
幼
稚
園
で
働

く
道
へ
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
元
気
で
笑

顔
が
素
敵
な
子
ど
も
た
ち
と
先
生
方
に

出
会
え
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
か
ら
、
出

会
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
様
々
な
子
ど
も
の
姿
に
こ
れ

か
ら
も
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
存
在
を

大
切
に
し
、先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
保
育
を
探
求
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

◆
柳
城
幼
稚
園　

教
諭　

伊
藤　

沙
恵

　

今
年
度
よ

り
、
附
属
柳
城

幼
稚
園
に
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
就
任
前
に
２

年
間
程
、
預
か
り
保
育
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
き
子
ど
も
と
触
れ

合
え
る
時
間
の
大
切
さ
や
保
育
の
楽
し

さ
を
改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
保
育
を
行
う
上
で
当

た
り
前
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

園
で
子
ど
も
と
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
念
願
が
叶
っ
た
今
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
優
し
い
先

生
方
に
囲
ま
れ
、
憧
れ
た
先
生
方
の
よ

う
な
保
育
者
に
な
れ
る
よ
う
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
三
好
丘
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
幼
稚
園

教
諭　

細
野　

悠
司

　

年
長
ほ
し
組

担
任
の
細
野
悠

司
で
す
。
男
性

と
い
う
立
場

で
、
保
育
の
世
界
に
飛
び
込
む
の
は

中
々
、
勇
気
の
い
る
事
で
し
た
が
、
現

在
こ
う
し
て
憧
れ
の
職
業
に
就
け
て
い

る
事
を
想
う
と
、
本
当
に
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
日
々
の
先
生
方
の
ご

指
導
、
保
護
者
の
方
の
温
か
い
眼
差
し

に
感
謝
す
る
事
を
忘
れ
ず
、
自
身
の
長

所
で
あ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
性
格
を
生
か

し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
も
、
ま
ず
自
分
が
楽
し

む
事
を
心
が
け
な
が
ら
子
ど
も
と
接

し
、
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
よ
う
、

精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

短

期

大

学

◆
短
大
教
務
課　

相
川
記
久
恵

　

今
年
度
よ
り

短
期
大
学
教
務

課
で
、
特
任
職

員
と
し
て
働
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
派
遣
職
員
・
臨
時
職
員

と
し
て
、
教
務
課
で
働
か
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ

教
務
課
員
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度

よ
り
気
持
ち
を
新
た
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
責
任
を
持
っ
て
、
何
事
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
窓
口
で
た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が
と

う
」
が
聞
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
法
人
事
務
局　

岩
田　

牧
夫

　

私
の
知
人
に

は
、
年
配
の
方

か
ら
若
い
方
ま

で
、
柳
城
出
身

の
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
ど
な
た
も
素
晴
ら
し
い
人
間
性
を

持
た
れ
て
お
り
、
ま
た
皆
さ
ん
か
ら
柳

城
の
素
晴
ら
し
さ
と
伝
統
を
お
聞
き
し

て
い
ま
し
た
。
今
回
そ
の
柳
城
で
お
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
心

か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は

◆
短
大
講
師　

小
島
千
恵
子

　

私
事
、
３
月

末
日
を
も
っ
て

柳
城
学
院
を
退

職
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
名
古
屋
柳
城
短
期
大
学

の
専
任
講
師
を
拝
命
し
て
２
年
半
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
非
常
勤
講
師
で
お

世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
合
わ
せ
る
と
５

年
、
元
気
で
明
る
く
人
懐
こ
い
柳
城
生

と
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
非
常

勤
講
師
依
頼
を
い
た
だ
い
て
、
初
め
て

柳
城
の
門
を
く
ぐ
っ
た
時
、
す
れ
違
う

学
生
た
ち
は
、
皆
に
こ
や
か
な
笑
顔
で

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
私
の
緊
張
感
は
こ
の
挨
拶
で
解

れ
、
肩
の
力
が
抜
け
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
今
ま
た
、
非
常
勤
講
師
と
し

て
１
週
間
に
２
回
柳
城
の
門
を
く
ぐ
り

ま
す
。「
先
生
、
こ
ん
に
ち
は
」
と
、
遠

く
か
ら
手
を
振
っ
て
駆
け
寄
っ
て
く
る

学
生
の
姿
に
、
当
時
の
私
を
重
ね
合
わ

せ
、
初
心
に
返
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ

　

新
任
教
職
員
紹
介就

任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負　

退
職
に
あ
た
っ
て

園
長
就
任
に

あ
た
っ
て
の
抱
負

◆
柳
城
幼
稚
園　

園
長　

織
田　

純
代

　

柳
城
を
卒
業

し
て
30
年
余
り
、

保
育
者
と
し
て

子
ど
も
た
ち
と

共
に
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

柳
城
幼
稚
園
の
園
長
と
し
て
働
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

時
代
は
流
れ
社
会
環
境
が
変
化
す
る

中
、
柳
城
が
変
わ
ら
ず
に
大
切
に
し
て

き
た
も
の
を
再
確
認
し
つ
つ
、
お
隣
の

マ
ル
コ
教
会
と
協
働
し
な
が
ら
、
キ
リ

ス
ト
教
保
育
の
充
実
を
目
指
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
こ
の
園

で
、
創
立
者
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ヤ
ン
グ

先
生
の
思
い
と
、
幼
子
た
ち
の
為
に
こ

の
地
で
働
か
れ
た
諸
先
輩
方
の
思
い
を

汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
精
一
杯
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
三
好
丘
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
幼
稚
園

園
長　

児
玉　

文
子

　

決
し
て
真
面

目
な
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、

そ
ん
な
私
を
神
様
は
30
年
間
勤
め
た
一

宮
聖
光
幼
稚
園
か
ら
三
好
丘
聖
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
幼
稚
園
へ
と
招
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
柳
城
学
院
の
一
員
に
な
れ
た

こ
と
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ヤ
ン
グ
先
生

の
お
名
前
を
い
た
だ
い
た
こ
の
素
敵
な

園
で
勤
め
さ
せ
た
だ
く
こ
と
を
光
栄
に

思
い
ま
す
。
大
変
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
神
様
の
お
声
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、

力
と
心
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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◆
柳
城
幼
稚
園　

園
長　

中
野　

早
苗

　

11
年
前
、
こ

の
よ
う
な
自
分

で
も
、
少
し
で

も
母
校
の
お
役

に
た
て
る
の
な
ら
と
思
い
、
歴
史
あ
る

柳
城
幼
稚
園
の
園
長
を
引
き
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
体
も
丈
夫
と
は
言
え
な
い
私
は
、

「
と
に
か
く
３
年
間
だ
け
は
健
康
で
働

か
せ
て
下
さ
い
。
後
は
ど
ん
な
大
き
な

病
気
に
な
っ
て
も
良
い
で
す
か
ら
」
と

神
さ
ま
に
祈
り
な
が
ら
の
日
々
で
し
た

が
、
大
学
の
先
生
方
、
大
先
輩
、
保
護

者
の
皆
さ
ま
、
若
い
先
生
た
ち
に
も
助

け
ら
れ
て
、
勤
め
る
こ
と
が
出
来
、
感

謝
で
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
か
わ
い
い
幼
子
た

ち
か
ら
祈
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

柳
城
学
院
の
発
展
と
附
属
幼
稚
園
の

先
生
方
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。

◆
三
好
丘
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
幼
稚
園

園
長　

平
松
ち
づ
代

　

こ
の
３
月
を

も
ち
ま
し
て
10

年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
附

属
三
好
丘
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
幼
稚
園
を

定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
新
任
の
園

も
附
属
瑞
穂
幼
稚
園
で
し
た
か
ら
柳
城

女
子
短
期
大
学
で
保
育
を
学
び
、
附
属

幼
稚
園
で
先
生
と
し
て
育
て
て
頂
き
ま

し
た
。
短
大
に
入
学
し
て
キ
リ
ス
ト
教

に
出
会
い
、
神
さ
ま
を
信
じ
ま
し
た
。

柳
城
で
出
会
っ
た
多
く
の
方
々
の
生
き

方
が
、
私
の
人
生
に
い
ろ
い
ろ
な
影
響

を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
学
長
だ
っ

た
西
原
新
一
先
生
の
敬
愛
幼
稚
園
で
も

働
か
せ
て
頂
き
、
長
く
キ
リ
ス
ト
教
保

育
に
携
わ
る
こ
と
で
、
保
育
を
通
し
て

大
切
な
事
を
沢
山
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
感
謝
の
思

い
で
溢
れ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◆
短
大
経
理
課　

阿
部　

力
治

　

私
事
都
合
に

よ
り
５
月
末
に

退
職
い
た
し
ま

し
た
。
４
年
３

ケ
月
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
皆
様
と

出
会
え
た
こ
と
、
仕
事
を
共
に
し
た
こ

と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
殊
に
学
院
内

で
学
生
と
会
う
と
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま

す
。
元
気
な
朝
夕
の
挨
拶
は
気
持
ち
を

豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
ペ
ル

で
の
水
曜
礼
拝
に
何
度
か
参
加
し
ま
し

た
が
、
学
生
た
ち
と
教
職
員
で
神
を
賛

美
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
業
務
の
合
間

に
お
け
る
素
敵
な
気
分
転
換
の
ひ
と
と

き
で
し
た
。
主
に
感
謝
。

　2013 年度の柳城祭は「ENDLESS」～輝く笑顔
～というテーマを掲げて例年通り 11 月 2日、3
日に開催された。1日目は学内のみの柳城生のた
めのお祭り、2日目は一般公開日として大いに賑
わった。2日目は数多くの本学主催のイベントと
学生自主企画とで大変な過密スケジュールの中で
の開催となった。天候にも恵まれ多くのお客様を
迎え全学を上げて渾身の大行事であった。学生た
ちは保育者の大きな資質の一つとして全員で協力
し合い一つのものを作り上げるといういい経験を
していると確信している。2年生にとっては一生
の思い出として、1年生にとっては次年度の柳城
祭を構想しながらの充実した 2日間であった。3
日目も恒例の全学そろっての構内大清掃が実施さ
れた。春の学外合同ゼミナールとともにこの柳城
祭も学生生活の良い起爆剤となっていることを確
信している。

柳城祭 りゅうじょうこどもフェスタ

　卒業生も近所の方も大人も子どもも今や楽しみにしてくださって
いる「りゅうじょうこどもフェスタ」。柳城生の学びの集大成とも
言える通称「フェスタ !」は、’13 年度も造形表現、音楽表現、身
体表現それぞれのセクションが思い切り魅せました。造形表現は
「作ってあそんでパフォーマンス」と題して大型絵本の作成、読み
聞かせ、段ボールハウスを製作するなど、子どもたちと遊べるブー
スを設置。音楽表現は昨年に引き続きオペラ「森は生きている」を
柳城バージョンにして上演、身体表現は「そらとぶパンがま」「に
んじんばたけのパピプペポ」の絵本 2作品を劇に仕立てました。
　来場者全員が短い時間ではありましたが、柳城生と一体となって
楽しんでくださっていました。回を重ねる度に来場する子どもの数
が増えて、子どもたちの生の反応を見ることができ、学生たちの学
びも一段と大きなものになっています。
　今年度も 11月 3日（文化の日）柳城祭との合同開催です。皆さ
んのお越しを心からお待ちしております。ご近所の方、同窓生の方、
お友達、みなさんでお誘い合わせの上お越しください。小さなお子
様大歓迎です。

ド
キ
す
る
自
分
を
見
つ
け
て
い
ま
す
。

　

２
年
半
い
や
、
５
年
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
し
て
ま
た
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

15
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特
別
給
付
奨
学
金

1
年
次
奨
励
奨
学
生
（
25
生
）

認
定
学
生

 

学
籍
番
号 

氏　

名

１　

２
５
Ｃ
０
３　

池
田　

奈
恵

２　

２
５
Ｂ
１
３　

荻
山
こ
の
み

３　

２
５
Ｃ
４
５　

阪
野　

有
里

４　

２
５
Ｃ
２
９　

志
水
は
る
か

５　

２
５
Ｃ
３
０　

杉
村　
　

繭

６　

２
５
Ｃ
３
６　

寺
野　

晴
香

６　

２
５
Ｄ
０
３　

石
川　

桃
香

８　

２
５
Ｂ
１
６　

加
藤　

惟
奈

９　

２
５
Ｄ
４
２　

服
部
さ
く
ら

10　

２
５
Ｃ
０
９　

大
石　

幸
奈

特
別
給
付
奨
学
金

表

彰

式

　

平
成
25
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
た

特
別
給
付
奨
学
金
が
本
年
度
で
２

年
目
を
迎
え
ま
す
。
１
年
生
学
年

末
時
の
成
績
優
秀
者
10
名
に
給
付

型
奨
励
奨
学
金
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
学
業
を
頑
張
っ
た
学
生
が
在

校
生
の
見
本
に
な
る
よ
う
に
あ
え

て
全
学
生
の
前
で
表
彰
さ
れ
ま

す
。
表
彰
式
は
６
月
18
日
の
合
同

礼
拝
の
時
に
同
時
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
の
学
生
は
喜
び
を
全
身

に
表
現
し
な
が
ら
頑
張
っ
た
成
果

を
実
感
し
、
満
面
な
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。
次
回
の
表
彰
者

は
誰
に
な
る
の
か
又
楽
し
み
の
１

つ
が
増
え
ま
し
た
。

（
学
生
生
活
委
員
長　
　
　

野
々
垣
文
成
）

月 日 月 日 月 日7 12 8 23 11 3月 日 月 日 月 日7 12 8 23 11 3土 土 祝

柳城祭

同時開
催

　本年度は、7月 12 日（土）、8月 23 日（土）、11 月 3日（祝）の 3回、
オープンキャンパスを開催します。
　7月と 8月は、入試内容についての説明、学生の体験発表、模擬講義、
子どもの遊びやチャペル体験、相談コーナー等を、11 月は学校祭と
同時開催で、校内自由見学や個別相談を予定しています。また、7月
は AO入試説明会、8月と 11 月は公募制推薦 B入試対策講座を実施

主な当日の内容
■学生の体験発表（7月12日・8月23日実施）
■模擬講義
■造形あそび体験・紙芝居を楽しもう！
■就職や入試、学生生活相談コーナー
■AO入試説明会（7月13日のみ実施）
■公募制推薦B入試対策講座
　（8月23日・11月3日実施）
■保護者対象説明会
　（7月12日・8月23日実施）

します。さらに、保護者対象の説明会を開催していますので、保護者の方のお越しもお待ちしております。
　当日は、本学の大勢の学生がお越しいただいた方々をサポートします。
　柳城の明るいアットホームな雰囲気を肌で感じていただける絶好の機会です。保育を志す方々のお越しをお待ち
しています。また、日曜、祝日以外ではいつでもご見学、ご相談に応じています。この「学校見学」の申し込みが、
パソコンや携帯から本学のホームページにアクセスして 24 時間、いつでも申し込みが可能になりました。是非、
活用して、お気軽にご来校ください。

（お問い合わせ先）入試広報課　TEL：052-848-8281（ダイヤルイン）

16
59th

2014.7.1
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